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１ 新型インフルエンザ等対策の目的
○ 感染拡大を可能な限り抑制し、市民の
生命及び健康を保護する。

・ピークシフト：感染拡大を抑えて、流行の
ピークを遅らせ、医療提供体制の整備やワク
チン製造等の時間を確保。

・平準化：流行のピーク時の患者数等を少なく
して医療提供体制への負荷を軽減。

・医療体制の強化：キャパシティを超えないよ
う医療提供体制を強化。

○ 市民生活及び社会経済に及ぼす影響が
最小となるようにする。

・感染拡大防止と社会経済活動のバランスを
踏まえた対策により、市民の生活及び社会
経済の安定を確保する。

２ 新型インフルエンザ等対策の区分
準備期､初動期､対応期の３つの時期に区分。
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３ 対策項目
新型インフルエンザ等対策の目的を達成するため、以下の７項目を設定。
各項目ごとに、２の各時期に行う取り組みを記載。

対策項目 準備期 初動期 対応期

①実施体制 ・実践的な訓練の実施
・市行動計画、市業務継続

計画の作成・変更

・市対策本部の設置（任意）
・対策の実施に必要な予算

の確保

・緊急事態宣言を受け、特措法
に基づく市対策本部を設置

・緊急事態解除宣言後は市対策
本部を廃止

②情報提供・共有、
リスクコミュニケー
ション

・感染症対策等に関する情
報提供・共有

・偏見・差別等に関する啓発
・偽・誤情報に関する啓発

・相談対応に必要な体制の
整備

・医療提供体制や医療機関
の受診方法の周知

・科学的根拠に基づく正確な情
報を迅速に分かりやすく提供・
共有

・初動期に続き相談窓口、発熱
外来等を含めた周知

③まん延防止 ・基本的な感染対策の普及、
理解促進（換気、咳エチ
ケット、手洗い、人混みを
避ける等）

・市業務継続計画に基づく
対応準備

・基本的な感染対策、時差出勤
やテレワーク、オンライン会
議の活用等の勧奨
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対策項目 準備期 初動期 対応期

④ワクチン ・予防接種資材の確保方法
等の確認

・県や医師会等との連携に
よる接種体制の構築に必
要な訓練の実施

・接種会場や接種に携わる
医療従事者等の確保、接
種体制の構築

・ワクチンの割り当て量の調整
・初動期に構築した接種体制に

基づく接種、接種記録の管理

⑤保健 ・地域の保健対策に必要な
人材の確保、人材育成

・有事体制への移行準備 ・県の自宅又は宿泊療養施設で
の療養者に対する健康観察・
生活支援への協力

⑥物資 ・感染症対策物資等の備蓄等 ・感染症対策物資等の備蓄
状況等の確認

・初動期に続き感染症対策物資
等の確保

・県、関係機関等との物資及び
資材の供給に関する相互協力

⑦市民の生活及び地
域経済の安定の確保

・新型インフルエンザ等の
発生時の支援に関する行
政手続や支援金等の給付
等について適切な仕組み
を整備

・事業者に対する事業継続
に向けた準備等の周知

・国の要請に基づく臨時遺
体安置所の確保の準備

・生活支援を要する者への支援
・教育及び学びの継続に関する

支援
・事業者に対する支援
・雇用に関する支援
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